
山腹既施工地の緑化状況

く筑北地方の実態調査から>

東筑摩郡北部地方のハゲ山で山腹工を実施した

箇所の回腹状況について，昭和47，48年と52年，

56年iζわたり調査した結果を紹介する。

この地域のハゲ山は，過度の伐採iとより生産力

が低下し，裸地化したと乙ろであり，調査対象箇

所の地質は第三系麻績累層(基底磯岩層の上位iζ

砂岩泥岩により構成される地層が互層している)

である。

地形は標高が 600- 900 mの聞にあって，丘

陵状の比高(地域内の地表の最高点と最低点との

高さの差)が30m-100 mのところである。

施工内容は，表土をダイナマイト爆破によって

膨軟にした後，階段工と粗だ積工，カヤ筋工，植

栽工，むしろ伏工を実施している。特に古い箇所

では練石積工，空積工を実施している。昭和40年

代以降K実施されたところは PNC板(コンクリ

ート製)による土止工，一部カヤ筋工iと替えて植

生袋，植生帯を施工している。

表-1 山腹工iζ使用した植物

乾燥地に適する樹木 乾燥地iと適する草本 乾燥に適さない植物 その他
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山腹工施工時以降導入あるいは侵入した植生に

ついては表-1 1<::示すとおりである。

昭和47，48年の調査結果では植生の回復は泥岩

地で植生遷移が進行し，普通林地iと近い状態とな

っていた。また，砂岩，離岩地域では植生遷移が

進まず裸地が多くみられた。

昭和52年調査時には砂岩，離岩地域でも南斜面

だけは植生遷移が進んでいなかった。昭和56年調

査時においても斜面部で醸岩の現われていると乙

ろは，植生遷移が進んでいなかった。

植生遷移について表-llC示した植物の中でア

カマツ.ヤシャプシ，タニガワハンノキ，イタチ

ハギは植栽したものである。乙のうちアカマツ，

ヤシャブシは植栽後生育を続けていたが，タニガ

ワハンノキは砂岩，離岩地域では数年で枯損して

いる。乙れは乾燥に弱いためである。また，イタ

チハギは枯損している箇所もみられるが，一部iと
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は種子ばより更新していると乙ろがあった。

草本類で乾燥に強い植物としてはススキ，カリ

ヤス， 卜ダシパがあるが，乙れらは現地採取の植

物である。牧草類としてはウィーピングラブグラ

スが砂岩，喋岩地域で残っているものがあり，使

用した牧草類のなかでは強い植物であった。

現地採取の木本類でどこにもみられる植物とし

てはナツハゼがみられた。一般的iとツツジ科の植

物は乾燥に強いといわれるが， レンゲツツジ，ヤ

マツツジは調査地では一部iとみられたにすぎない。

ハゲ山花植栽したアカマツの生育状態を調べた

ところ，その生長は図ー 11<:示すとおりであった。

植栽後3年頃から生長が鈍くなり，その後 5.

6年間の伸長量が少なくなっている。乙の乙とは

施工時比施肥を行なったため当初生長がよかった

が，その後肥料不足となり，生育が一時衰えたも

のと思われる。その後7-8年後からやや生育が

よくなっている。乙れは根が伸び出した乙とと，

葉の量が増した ζ とによるものと考えられる。

(生育がよくなるといっても普通林地の%以下で

ある。)

山腹施工後20年経過し林床が裸地状態のと乙ろ

ではアカマツとナツハゼが残り，他の植物のみら

れないところがある。乙れは前述した蝶岩が現わ

れる南向き斜面であった。乙の場所でのアカマツ

の生育は前述した例のように.植栽時と次の年は

1O-20cm生育するが 4-5年頃から年間の伸長量

が 5cmくらいとなり，乙れが10年以上続くととろ

があった。その後徐々に伸長量は 6-8cmと伸び

出していた。乙れは葉量の増加iζより伸長量が増

加したものと考えられる。

図-2 坂北村円花の模式図

(造林部大木)
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